
資料２

長崎県教育委員会

第二期長崎県教育振興基本計画成果指標

（平成３０年度分）

未達成状況調査票



未 達 成 項 目 

 
 
 

○ 県学力調査で６割以上理解している児童・生徒の割合（小学校：国・算） 

（中学校：国・数）・・・・１ 

 

○ 中学校と教科指導に関する連携を行うことで高校での指導の改善に大いに役立ったと

回答した教員の割合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

 

○ ＩＣＴを活用して学習に取り組むことのできる子どもの割合（小・中学校）・・ ４ 

 

○ 授業中に ICT を活用して指導できる教員の割合（全校種）・・・・・・・・・・ ５ 

 

○ 県学力調査（英語）で６割以上理解している中学生の割合・・・・・・・・・・ ７ 

 

○ 夢の実現に向けて行動している生徒の割合（中学校）・・・・・・・・・・・・ ８ 

 

○ 我が国の伝統や文化について理解と愛情のある児童生徒の割合・・・・・・・・ ９ 

 

○ 郷土長崎への理解と愛情のある児童生徒の割合・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

 

○ 環境問題に関心があり、何らかの取組を実践している児童生徒の割合・・・・・ １１ 

 

○ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査における体力テスト結果が全国平均と同じ 

レベル（－）もしくは上回る（○）調査項目の割合・・・・・・・・・・・・・１２ 

 

○ 学校保健委員会を複数回開催する学校（中学校・高等学校・特別支援学校） 

の割合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

 

○ 配置校におけるスクールカウンセラーによる児童生徒の問題解消率・・・・・・１６ 

 

○ 祭りや演奏会など地域文化や伝統芸能を活かしたイベントに出演または参加した 

人の割合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７ 

 

○ 長崎歴史文化博物館入館者数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

 



○ 週に１日以上スポーツする県民の割合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 

○ 国民体育大会の順位（国民体育大会総合成績[天皇杯順位]）・・・・・・・・・２０ 



第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課(室)名    義務教育課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分:O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

基本的方向 1 未来を切り拓く確かな学力を身につけさせ、一人一人の可能性を伸ばします

施策の展開 確かな学力の育成

指標 1
県学力調査で6割以上理解している児童・生徒の割合小学校(国 口

算)、 中学校(国・数)

関係事業名 長崎県学力調査実施事業

基準値

年度

最 終
日標値

実績値
(各年度の目標値 )

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

25
小学校
(国 B算

)

50.1%

70%

51.8%
(550ノ6)

△

57.00ノ6

(60%)

△

42.196

(60%)
X

56.70ノ 6

(65%)

X

59.1%
(70%)

X

25
中学校
(国 口数)

43.1,6

70%

30.20/6

(55%)

X

36.30′
′o

(609る )

X

48.89る

(60%)

X

55.79る

(659る )

X

54.99る

(70%)

X

■H26～H30年度の主な取組

り、各学校の課題に応じた授業改善に取り組んだ。
O県学力調査及び全国学カロ学習状況調査を検証軸とした結果分析を行い、重点課題を設定するととも

に、具体的な改善内容等について周知に努めた。
O本県共通の指針である「長崎県『学方向■のための三つの提案』」の徹底に向けて、あらゆる機会を通じ

駆嘉樺鉢嘲陽制鴛忌   多聴鯉 躙 習、晩向■に向けわ
ICTの活用促進を図うた。

に

したて 示に
にに

I 当H26～O
の上:こう 学習指導要領 旨をの趣 向た学カ踏まえの 題及 具体び 改善策的な さ は新の学県 力 現状と課本

のし し の各学校 なる更 組 充実を促取つ取組
上 る と よて 学 向力 係る授 究業研 や学校訪間

▲
Дは 市 会と連携し委貝 等を実施す町教育度O H30年

0%1 ほ 上 て ししど 昇つ 5 の

■第二期計画数値目標への引継状況 (弓 I継の有無 :有 )

平均正答率を上回ることを目指す。

o第二期計画数値目標 :全国学力劇学習状況調査の平均正答率
小学校 H30(国 A:-2、 国BI〒 1〔 算

^:-2、

算B:… 2、 理±o)→R5(全国平均I答率以上)

中学校 H30(国 A:il、 国B:-lt ttA:-1、 数B■2、 理±0)→R5(全国平均正答率以上)

に

結果に 更したにに 三期計

ヽヽ て し 力の よの」カて画
「 が 全の 全て 教科の 国で は 全 国学力 況調査学習状 」 変ためる 第 画把握す

工
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把握と効果的な対策に努める。
O児童生徒の読解力に係る調套研究を行い、読解の質を高める学習指導の在り方を明らかにし、「読解力
育成プラン」として示すと            |

尾珊 謝 解 身肯竺に道      5ζ :璽魏O市町教育委員会と連携を図り、Rl年度から3年間く

機会を設ける。

のカ ロO引 して、

i2-



第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課 (室)名    高校教育課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分 :O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

基本的方向 1 未来を切り拓く確かな学力を身につけさせ、一人二人の可能性を伸ばします

施策の展開 (3) 機種間連携の促進

指標 8
中学校と教科指導に関する連携を行うことで高校での指導の改善に′

大いに役立つたと回答した教員の割合

関係事業名
高校生学力向上支援事業 (H28終 了)、

次代を担う高校生の資買口能力を育成する指導改善プロジェクト

(H29～ H31)

基準値

年度

最 終
日標値

実績値
(各年度の目標値 )

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

24 74.2%
80'`

※H28年度
事業終了

26.30ノ6

(76%)

X

26.10/6

(77%)

X

33.30ノ6

(78%)
X

33.3%(H28)

(78%)

X

■H26～H30年度の主な取組

H26んH ) の

発、授業互観、連絡協議会での協議等を実施し、授業改善や生徒の学方向上に取り組んだ。また、

では、研究テーマを設定し、中高教員の協働による「新入生テスト」の作成、中高教員の協働による

材の開発、基礎学力充実のための学習方法アドバイス集の作成などの取組を行つた。

各高校
独自教

に

たに中寺1ヒ こ受に集め科ご
にヽ もJトこなつた善にたに てアンケー

に したた
こ取組んだ 末 に ンケートを行つ

たこ大
た。答した割合

して るヽで」中ら 平平O
てし つ研修を行 後研修直教科指導と教員の を教 と地区学及 英語のび 中高

「 の値 よ 常大し 参考 I 割合」 は基準 つト と ろ 改の対 し を行つ 指導講者
「 向カ 上 で業」 指定は 校を3校平ち 年度 実 中 連携学岡 推進事施成 28方 平 度か成26年か品 つ

連携との 度年 的総括 なア全般的な中た 学校定キ旨 し 地域との 含め連携も
「「 られた のも のつし った」 合計は 00%と事 効果業の が認めの役立 」 役立果 授業改善た結

ヽ「 とができなかつつ と は 目 す標値を達成 るとなる 大 役ユ 」た 回し

■第二期計画数値目標への号I継状況 (弓 I継の有無 :無 )

O カ 上 了 つ しヽ て 町
ヘ教委や小 中学校と連携を図り 中高の教員に よる授業互観や ′I、 中学校教員の 研究会 中間報告会等

の 参力口を呼びか け等を通して 中高連携して授業改善や生徒の 学カ向上 に取組む

に在り通した教科指導

ロ トク の で」の 質O
へ のの 業 観互 や 校内研修会等 中 参カロ高相互の 通 しをロ中 教員 授の す化 るよ 特 Iと 連携を り 層強

ヽつの ど I し て 化 努めて くヽ(し研究 方な 連携の強見間を や授業中て 高6年
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基本的方向 1 未来を切り拓く確かな学力を身につけさせ、一人r人の可能性を伸ばします

施策の展開 (4) 情報教育の推進

指標 9 ICTを活用して学習に取り組むことのできる子どもの割合(小 日中学校)

関係事業名 学方向上に資するICT活用事業

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課 (室 )名    義務教育課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分 :O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

■H26～H30年度の主な取組

づくりの普及日発展のために『ICT教育推進地区別研修会」を実施した。
OICTを活用した教育の中核となる拠点検を県内に2校 (小学校1校、中学校1校)指定し、実践的な研修に

犠瓢
I   庸胎麟湖益籐駆錦記薪飾 錦同IれT

で結び、協働学習における指導方法の開発や学習効果の検証などの実証研究を行つた。

■最終日標値が達成できなかつた要因分析

Oパソコンや電子黒板など、県全体の機器整備や普及は着実に進んでいるものの、市町にようて整備状

況に差がある。     1 ,
Oタブレット型パソコンの整備については、特に市町の差がある。また、配置されていたとしても各学校の

整備数に限りがあるため、児童生徒の活用時間を十分に確保することができない場合がある。

基準値

年度

最 終
日標値

実f直値
(各年度の目標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

25 100'`

60.19る

(60%)

0

63.596

(80%)

X

69.59る

(309る〕

X

69.70ノ 6

(90%)

X

71.09る

(100%)

X

■第二期計画数値目標への引継状況 (写 I継の有無 :有 )

れる内容であることから、100%を 目指す。
|

0第二期計印数値目標 :三

蹴 岳Ч載需牙語路
組むことの

下亨
る子ど

|の
割合 (4ヽ

日中学校)

ための 力としてり

ブツク」を活用した研修を行うとともに、擬業I

プログラミラグ教育を推進していく。
O各市町にICT環境整備の必要性を認識し

こお

ラミング教ため

こ法Mサミング

スてO′
て したけ 実る 践例等の 介紹 業を通や模擬授 し ICTを活用

しヽ プロプログ 研修会育地区別 I お てbても つ

の つ てヽし るや 童生児 ICT活徒の 用 重要性 I 指導すみなの ず19 各教科等 員る教グフ 育教
と 重の 必要の 性 市めじ 生 カ用 る 要性 を局を画 児童 徒のICT活 や機器整備0各種研修会及び会議を企

町へ指導していく。
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第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課(室)名 義務教育課日高校教育課

※各年度目標値に対する達成状況は達成事により区分 :O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

基本的方向 1 未来を切り拓く確かな学力を身につけさせ、一人一人の可能性を伸ばします

施策の展開 (4) 情報教育の推進

指標 10 授業中にICTを活用して指導できる教員の割合(全校種 )

関係事業名 学力向上に資するICT活用事業

基準値

年度

最 終
日標値

実績値
(各年度の日標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

2鼻 66.5'6 85%

70.80′
′
o

(70%)

O

73.69る

(75%)

△

76.0ワ
ノ。

(800/6)

△

77.29る

(850ノ 6)

△

70.10/6

(350ノ6)

X

など人口過少地域における小規模校の教育上の課題を克服するた

、協働学習における指導方法の開発や学習効果の検証などの実証

【高等学校】
0次世代型教育環境整備事業で、国の第二期教育振興基本計画で目標とされている水準に基づき、教育

効果が高く、次世代の教育環境に必要な電子黒板を県立学校の普通教室に整備した。また、教育センター

において、ICT機器の活用に関する講座を開講し活用方法についての周知を図つている。

ためした分
こ2校

こ資す

】
したI 「ICT教 推進地育 男1区 」研修会 を実施の の,〕

ヽ し 業づ り 普 発展及く用活 りやす 授ヽOICTを
1 1内 (小学校 校 中学校 )校 実践的な研修定し、与旨の育 核と中 るな 校を拠点 県活OICTを した教用

つI びそ 成果の発の た。上上 用活 たし カ授 業 係る研究及 信を行向加え 学 向 るICTを力
ICT遠 の 士をめ 隔地 間 学校島O離

研究を行つたびで結

■最終日標値が達成できなかつた要因分析

【小日中学校】
O最終日標値達成には至らなかつたが、H26ィ 29年度の「授業中にICTを活用して指導できる教員の割

合」は着実に高くなつてきている。
        の情報化の実態等に関する調査」において、求めら0本調査基礎データとなつている「学校における教育

れるICTを活用して指導する能力がより高度なものに変更されたため、H30年度は、ICT活用の到達状況が

低くなつた。なお、全国平均は69.7%であつた。

雪ぷ昌琶笥壁吾析〕昂華呈騨 慧戦群線靱判靭卜嘉褪離扇
いて、十分な活用ができていない傾向である。

■第三期計画数値日標への引継状況 (写 I継の有無 :有 )

用 H しヽ て H こは 77 .2 % 5

約 7ポイント 伸びとなつた 今後も同様の伸びを維持して R5 こは 90°ノ6の 割合となる1 0. の

O第二期計画数値目標 :授業中にICTを活用して指導できる教員の割合 (小 日中・高)

77.20ノ6(H29)→ 90%(R5)

とを目指す
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■今後の取組

0小学校プロ
ク」を活用した

グラミング教育地区別研修会において、本県独自に作成した「プログラミング教育スタートブッ
研修を行うとともに、授業における実践例等の紹介や模擬授業を通して、ICTを活用したプロ

:   樫麟騨範   鉱
町へ指導していく。

写稔蟹EE諄盤盈翻霧期翻羅  鞣
用にういて県教育センターと連携して取り組む。
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第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課(室)名    義務教育課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分:O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

基本的方向 1 未来を切り拓く確かな学力を身につけさせ、一人ひとりの可能性を伸ばします

施策の展開 (5) 国際理解日外国語教育の推進

指標 13 県学力調査(英語)で6割以上理解している中学生の割合

関係事業名 長崎県学力調査実施事業

基準値

年度

最 終
日標値

実績値
‐

(各年度の目標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

25 47.5% 70%

52.90′乙

(50%)

0

51.90ノ6

(60%)
X

56.40/6

(60%)

△

24.50′乙

(650/6)

X

37.80/6

(700ノ6)

X

■H26～ H30年度の主な取組

0「ながさキッズイングリッシュチヤレンジ事業」(H28～ H30)において、イングリッシュPキャンプ、RISE UP
ENGLISH、 スペリングコンテスト、中学生英語暗唱大会、英語教育推進協議会、大学等と連携した英語指
導力向上事業、中学校英語教員のTOEIC IPテスト受験を行い、教員の英語指導力や生徒の英語力の向
上に向けた取組を推進した。
OH27～ 29年度は「英語指導力向上研修」を行い、全小中学校に対して課題とその改善策について周知し

授業改善を促した。
OH29年度の県学力調査から、新学習指導要領が求める英語力の育成に対応するため、調査問題の内

容を大きく変更するとともに、実際のコミニニケーションの場面を想定した英間英答の形式を数多く出題し
た。

OH28年度までは、実績値が着実に上がっていたが、H29年度から新学習指導要領が求める英語力の育
成に対応するため問題の難易度を大きく上げた。そのことにより実績値が下がつた。
OH29～ 30年度では13.3ポイントの伸びが見られたが、実際のコミュニケーションの場面で活用できる英語
力を身につけさせる授業改善までには至つていない。

■第三期計画数値目標への引継状況 (31継の有無 :有 )

O中学生の英語力については、国が求める生徒の英語力の日標を踏まえ、「中学校卒業時に英検3級程

度以上の英語力を持つ生徒の割合」に変更する。
O国がR2年度の目標値を50%に定めていることから、現状値を踏まえ、R5年度には60%を 目指す。

0第二期計画数値目標 :中学校卒業時に英検3級程度以上の英語力を持う生徒の割合
38,8%(H29)→60%(R5)

■今後の取組

「聞く」「話す」の4技能の育成を目的にH29年度に変更した調査問題の意図及び授業改善
の必要性について各学校への理解日浸透を図る。
0イングリウシユBパフォニマンスgコンテスト等を実施し、児童生徒が英語で表現する力の向上を図る。
O小学校教員の英語指導方向上に向け、体験型研修であるイングリウシュロサポートキャンプを実施し、新
学習指導要領のねらいに沿つた授業作りに対応できる英語力と指導力の向上を図る。
O中学校英語科教員の指導方向上に向け、中学校教育課程説明会において新学習指導要領の内容の周
如 B徹底を図るとともに、各市町で実施している中学校英語教員対象の研修を支援する。
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基本的方向 1 未来を切り拓く確かな学力を身につけさせ、工人一人の可能性を伸ばします

施策の展開 (7) キヤリア教育日職業教育の推進

指標 18 夢の実現に向けて行動している生徒の割合 (中学校)

関係事業名 「夢・憧れ:志」を育む環境整備事業長崎つ子の

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課(室 )名    義務教育課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分:O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

■騒酪目標値が達成できなかつた

星錨 輔錢 瑚 尾   冤鳥
果的な実践までには至つていない。

■今後の取組
0これまでの取組において推進してきた産学官の連携、学校、家庭、地域の連携口協力体制を基盤に、ふ

るさとを活性化しようとする探求的な職業体験学習プログラムを開発日普及し、長崎版キャリア教育の実現

を目指す。                            `
0「夢・憧れ日志」の育成については、新学習指導要領においても、特別活動を中核に強く打ち出されてお
り、キヤリアパスポートの実践など、キャリア教育の充実を図る。

基準値

年度

最 終
目標値

実績値
(各年度の目標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

23 58.7,` 100't

67.496

(600/6)

0

68.19る

(70%)

△

68.10/6

(90%)

X

69.8%
(95%)

X

71.00ノ 6

(100%〕

X

離絲馴議鍮鞘晟斑埋灘露麗所佐三:孫O企業や業界 B団体と学校をつなぐための「小中学生

た。

による支

と的目」ら の県
づ「 し 制 くり学官連携 を応援会議」 開催 産 連携学官 援体てし 『 夢 憧れ を育む志』 産長崎つ子の

■ ヘ

め、1000ノ6を 目指す。

0第二期計画数値目標 :

夢や憧れがある児童 (小学校)及び夢の実現に向けて行動している生徒 (中学校)の割合
80,99る (H29)‐→1009る (R5)

いて、 の 図習 と たキャの に

-8-



基本的方向 2 我が国と郷上を愛する心や、豊かな人間性、社会性を育みます

施策の展開 ふるさと教育の推進

指標 25 我が国の伝統や文化について理解と垂情のある児童生徒の割合

関係事業名 郷土学習資料作成事業、「しま」体験活動支:援事業

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課(室)名    義務教育課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分 :O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

百最終日標値が達成できなかつた要因分析
0各小中学校においては、社会科や総合的な学習の時間などで郷土学習資料等を用いた郷土や我が国
の伝統や文化に関する学習が確実に行われているため、実績値は着実に上昇しているが、ふるさと教育
の取組にはさらなる工夫の必要があり、すべての児童生徒に届くまでには至っていない。

百軍
=珂

可画顎殖■標への引継状況 (31継の有無 :有 )

合的な学習の時間等の教育活動を通じて、我が国の伝統文化に
ついての理解を深め、次の世代へ確実に継承しようとする態度の育成を図るため、109%を目指す。

0第二期計画数値目標 :識が国の伝締や文化について理解と愛情のある児童生徒の割合
77.4%(H29)→ 100%(R5)

基準値

年度

最 終
日標値

実績値
(各年度の目標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 HaO年度

25 100%

72.90′乙

(80%)

△

74.70ノ6

(85%)

X

76.296

(90%〕

X

77.4%
(95%)

X

77.40/6

(100°ノ6)

X

■H26～H30年度の主な取組

県」を作成し、県内の中学校第1学年の生徒に配布した。地理的分野 a

歴史的分野日公民的分野ロナガサキトピックスロ資料編等で構成されているが、ふるさと教育の充実に向け、

毎年内容を更新し、編集日発行している。
0「ふるさと長崎県」の活用について、社会科や総合的な学習の時間のみならず、朝読書等の短い時間
に読み物資料として本教材を取り扱うなど、活用の工夫を促した。また、各家庭の話題にもなるような記載

も盛り込んだ。
O『しま」体験活動支援事業については、しまの魅力を広く伝えるため、毎年実施校から聞き取つた活動内

容をまとめ、各学校や旅行業者に情報提供を行つた。

■

地域と連携日協働し、ふるさとを活性化しようとする探求的な職業体験プログラムを開発・普及させ、ふるさ

とへの愛着や誇りとともにt地域を担おうとする実践力の育成を図る。

」 用

キヤリた
効果 用的な活 すを促るけ らさお

「 施し、学校がとを活性さ す化 る ア教育 」充実事業 を実さOふる とキャ)ア教育をつなげ お、ると教育

県」の
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基本的方向 2 我が国と郷土を愛する心や、豊かな人間性、社会性を育みます

施策の展開 ふるさと教育の推進

指標 26 郷土長崎への理解と愛情のある児童生徒の割合

関係事業名 郷土学習資料作成事業、「しま」体験活動支援事業

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課 (室)名    義務教育課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分:O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90%>貢未達成

■最終日標値が達成できなかつた要因分析

O各小中学校においては、社会科や総合的な学習の時間などで郷土学習資料等を用いた郷土や我が国

の伝統や文化に関する学習が確実に行われているためt実績値は着実に上昇しているがtふるさと教育

の取組にはさらなる工夫の必要があり、すべての児童生徒に届くまでには至つていない。

■第三期計画数値目裸への引継状況 (写 I継の有無 :有 )

合的な学習の時間等の教育活動を通じて、長崎県や自分の住
む地域について学び、長崎県民として誇りを持ち、■涯にわたつて郷上を愛し、大切にしていこうとする態
度の育成を図るため、100%を 目指す。

O第二期計画数値目標 :郷土長崎仝の理解と愛情のある児童生徒の割合
_                 82.3%(H29)→  100%(R5)

の

に～「ふるさと長崎県」を活用した実践事例を発信し、各学校

におけるさらなる効果的な活用を促すЬ
Oふるさと教育とキャリア教育をつなげた「ふるさとを活性化するキャリア教育充実事業」を実施し、学校が
地域と連携B協働しtふるさとを活性化しようとする探求的な職業体験プログラムを開発日普及させ、ふるさ
とへの愛着や誇りとともに、地域を担おうとする実践力の育成を図る。

基準値

年度

最 終
日標値

実績値
(各年度の目標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

25 1009`

79.69る

(800/6)

△

81.1%
(850/6)

△

81.80ノ6

(900/6)

△

82.39る

(95%)

X

83.50′
′6

(1000/6)

X

■H26～H30年度の主な取組

の ふる 」 県内の中 1 の 分野口

向け、歴史的分野 E公民的分野 BナガサキトピックスE資料編等で構成されているが、ふるさと教育の充実に

毎年内容を更新し、編集口発行している。
0「ふるさと長崎県」の活用について、社会科や総合的な学習の時間のみならず、朝読書等の短い時間

に読み物資料として本教材を取り扱うなど、活用の工夫を促した。また、各家庭の話題にもなるような記載

も盛り込んだ。
 `                              フ

0「しま」体験活動支援事業についてはtしまの魅力を広く伝えるため、毎年実施校から聞き取つた活動内

容をまとめ、各学校や旅行業者に情報提供を行つた。

-10-



基本的方向 2 我が国と郷土を愛する心や、豊かな人間性t社会性を育みます

施策の展開 (5) 環境教育の推進

指標 32 環境問題に関心があり、何らかの取組を実践している児童生徒の割合

関係事業名

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課 (室)名    高校教育課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分:0達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

■第二期計画数値目標への引継状況 (写 I継の有無 :無 )

O環境教育については、第二期振興計画では主要施策の項目であつたが、第二期振興計画では「子ども

たちの体験活動の推進」の中に統合したため、数値目標は設定していない。

■今後の取組

0従来の取組の徹底を図る。特に、ごみの分別、節電や節水に関する校内での取細を全校生徒に広げ、
生徒自身に自分は環境保全活動を行つているという意識を持たせることでt自 己評価が肯定的になるよう
に働きかける。
O学校独自の取組で、一部の生徒のみの参加であつたものを、金校生徒に広めていくよう学校への周知を
行う。

基準値

年度

最 終
日標値

実績値
(各年度の目標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

25
高等学校 100%

70.396

(100°ノ6)

X

69159る

(1000/6)

X

72.39る

(100%)

X

74.19る

(1000′
′
o)

X

76.2076

(10096)

X

■H26～H30年度の主な取組

校(67校)において、教科以外の「総合的な学習の時間」「特別活

動」「部活動」等で体験的な環境学習を実践している(H28年度までは、一部定時制課程の学校で未実施で

あつた)。

O主な取組としては地域清掃ボランティア活動であるが、それとは別にペットボトルキヤップを回収して再利

用する取組や地域の河
'IIの

水質調査を実施している学校、朝の読書の時間に環境問題に関する新聞記

事を読んで感想を書くなどの取組を行つている学校もある。また、ごみの分別、節電日節水には継続して取

り組んでいる。

生徒の主体的で自主的な実践にまでは
Oアンケートでは、上記の取組も含めて

高めることができなかったものと思われる。
t自 主的な実践にいたつていない生徒、または継続した取組

ていない生徒については、自己評価が低くなる傾向にあるのも一因と考えられる。

て し の えて のヽほついてO

…
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第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課 (室)名    体育保健課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分:O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

基本的方向 3 健康の保持増進を図り、健やかな体を育成します

施策の展開 ( 1 ) 体力の向上と学校体育の推進

指標 40
全国体力・運動能力、運動習慣等調査における体カテスト結果が全
国平均と同じレベル (― )もしくは上回る(○ )調査項目の割合

関係事業名

基準値

年度

最 終
日標値

実績値
(各年度の目標値)

H30年度 ド26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

24 73.0'` 100%

790ノ6

(7896)

0

64.70ノ6

(82.4%)

X

58.89る

(88.2%)

X

52.99る

(94.1%)

X

52.99る

(1009る )

X

■H26～H30年度の主な取組

O体力向上支援委員会の設置
O体方向上アクションプランの推進
O体育支援員(当―デイネーター)の派遣

Q体育学習サポTター等の派遣
Oキ旨導力向上セミナーの開催
O学校集合体育学習事業の実施
O親子体力向上実践セミナーの開催
OWEBランキングシステムの作成日活用
O学校丸ごと体力向上事業

■最終日標値が達成できなかつた要因分析

O指標である「全国体カロ運動能力調査」は、小学生から79歳までの広い範囲の体力の状況を把握するた
めの抽出調査として実施されている。この調査結果による子どもの体力の状況についてはt全国、本県と
もに向上、または横ばいの傾向となつているが、県の伸びに対して全国の伸びが大きいことから、全国平
均を下回つたものとなっている。
O全国には、抽出調査である「全国体力と運動能力調査」と悉皆調査である「全国体力・運動能力、運動習
慣等調査」の2種類が存在し、調査のねらい、対象、抽出方法など調査方法に大きな違いがあり、その調
査結果の値にも違いがあるも

■第三期計画数値目標への引継状況 (写 I継の有無 :有 )

O第二期計画においても、全国と県の比較を行う上で、より妥当性が高い「全国体力B運動能力、運動習
慣等調査」の値を用いて検証軸にすることとしている。指標については、体力合計点のみの比較ではな
く、実技項目(小学校 :8種 日、中学校 :9種日、男女合計 :34項 目)で、同レベルもしくは上回る調査項目
の割合とし、バランスのとれた体力向上の検証を行つていきたい。

0第二期計画数値目標 :全国体カロ運動能力、運動習慣等調査における全国平均以上の種目
18種 目(H29)→ 全種日(34種 日)(R5)
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わかつて、できて、楽しい体
の

こしたすため
こ各種

「の I つ知 ての授業 充実」上 を第向 」 果を力増進
よ 事 る。業を実施すが確業」 立される うI育授

成 実践

関心を高めるために

i体育学習サポーターの派遣
日体育学習アドバイザ‐の派遣
目指導方向上セミナーの開催

瑠巨築鶏嘱培づ習吠奪あ雛 進
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第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課 (室)名    体育保健課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分:O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

基本的方向 3 健康の保持増進を図り、健やかな体を育成します

施策の展開 (2) 健康教育の推進

指標 45
学校保健委員会を複数回開催する学校 (中学校日高等学校・特別支

援学校)の割合

関係事業名

基準値

年度

最 終

目標値

実績値
(各年度の目標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

23
中学校
59.99`

100%

69.1076

(689る )

0

76.60/o

(760/6)

0

81.7%
(840ノ6)

△

80.50/6

(920′
′o)

△

83.89る

(10096)

X

23
高等学校

17.9'6
100,6

23.69る

(340ノ6)

X

50,90/る

(51%)

△

54.59る

(67。ノ6)

X

61.8%
(84%)

X

60.00/′o

(1000/6)

X

23
特別支援

学校｀
28.6%

100,`

47.80/6

(430ノ6)

0

58.80/o

(57%)

0

52.99る

(71%)
X

70.60/る

(86%)

X

70.60′
′o

(100°ノ6)

X

■H?6～H30年度の主な取組

O 員 に お しヽ て

況 につ し て説明するとともI fヒ に 向けた取組 Iこつ いて依頼した。
において、学校保健O 新任養護教諭研修会や保健主事を対象とした研修会 委員

▲

=
の 意義や活性fヒ つ

いて講義を実施した。
O各学校に対し、学校三師の学校保健委員会今の参画や複数回開催によるPDCAサイクルでの実施など

学校保健委員会の活性化について文書により依頼した。

■最終日標値が達成てきなかつた要因分析

的 々 して し 009る は至1

比ベ 開催率が高等学校 こおして Iよ1 .8%減少 特月1支援学校は横ばしヽであったものの、中学校
に関する諸会議が多いこ

は

学校保健委貝 会 やその他学校運営 と% の 増カロとなつた 学校 I お しヽ ては

や 学校保健委員会が学校 師 (学校医 学校歯科医 学校薬剤師 ) や 保護者等 外部の方々 の 出席を求

あめるため 各学校とも調整に 苦慮 して しヽ る とが要因で る

■第二期計画数値目様への引継状況 (写 I継の有無 :無 )

の実状に応じた開催がふさわしいと判断し、引き継がないこととした。
から、のについて て 'いて取O
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■今後の取組

花奇携瑠靭壽霧紳聾纏簾健関係の研修会や指導助言を通じ、効果的な進め方

幕 詳蓑紬 、学校保健委員会の意義や効果的な体制作りについて、各学機へ啓発するょう再茂

依頼していく。                           ′
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基本的方向 4 子ども日保護者・地域に信頼される学校づくりを進めます

施策の展開 生徒指導・教育相談体制の充実

指標 49 配置校におけるスクニルカウンセラィによる児童生徒の問題解消率

関係事業名

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課(室 )名    高校教育課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分 :O達成≧100%、 loo%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

■第三期計画数値目標への引継状況 (31継の有無 :無 )

O児童生徒が抱える悩みや問題に対しては、継続的に寄り添いながら支援していくことが必要であるとの

考え方からt問題解消率を目標値とは設置していない。

基準値

年度

最 終
日標値

実績値
(各年度の目標値 )

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

24 37.0% 50%

41.6%
(390ノ 6)

0

39.39る

(41%)

△

41.2%
(440/6)

△

41.90/る

(450/o)

△

41.4%
(50%)

X

対応を行うためのスクールカウンセラーを、平成26年度は186校に配置していたが、年々

平成30年度は、280校に配置した。

ヽ

カウンセリングの
配置校を拡大し、

心理に関して F弓で t問のO児

たものただし、
によンセラーの

る児′スO
し1ヒ して るヽ と て考一つとし られるえが生 る 題 は 多岐 わた 複雑り 深刻1ヒ 原因の問た 。児童 徒が抱え

応つ の 支た継続的な対年度を越えの 内 はできなか生 問る 年度児童 徒が抱え での解消
ミ ′ヾ ス クース イザ― ′ りクー ウル カ ―の活 等用援を実施することができている。また、ス

カウンセラーの資買向上を図つている。

■今後の取組

Oスクールカウンセラーの配置Iとついては、学校からのニーパも高くなつており、小中の機種間連携に有効
るヽ。 今後も引き続き、SOSの出し方教育やスクールカ
効果的な配置に努めていく。

な拠点検方式を導入しながら配置拡充を図つてし

ウンセラーのより生層の活用推進の観点からも、
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基本的方向 8 喜びや感動、潤いや活力をもたらす文化ロスポーツ活動を推進します

施策の展開 ( 1 ) 県民の文化芸術活動の推進

指標
‐

66
祭りや演奏会など地域文化や伝統芸能を活かしたイベントに出演ま
たは参加した人の割合

関係事業名
総合芸術祭費
しまと若者が輝く!文化芸術による地域ブランディング事業費

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課(室)名    文化振興課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分:O達成≧100%、 loO%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

■最終日標値が達成できなかった要因分析

O幅広い年齢層の県民が参加できる文化芸術事業を実施してイベントヘの参加機会を提供したが、目標を

達成できなかつた。
Oイベントヘの参加者が伸び悩んだ要因としては、人口減少や高齢化の進行に伴う地域コミュニティ活動

を支える人材の減少が考えられる。

■第二期計画数値目標への引継状況 (写 I継の有無 :有 )

O第二期計 画 の H26年戸二からの5年間の実績値が20%を下回ったこと、人口減少の要因等から数値目標
を見直した。まずは20%以上を維持する事を 標として着実に事業を推進し、達成に向けて取り組んでい
く 。

O第二期計画数値目標 :祭りや演奏会など地域文化や伝統芸能を活かしたイベンHこ出演または参加した

人の割合 19.9%(H29)→ 20%以上を維持 (R5)

■今後の取組

O県展では、前年度に引き続き高校生の参加を促すことにより、出品点数の増加に努める。また、「しまと

若者が輝く!文化芸術による地域ブランデイング事業」において、地域実行委員会と連携しながら県内各
地で事業を推進していく。

基準値

年度

最 終
目標値

実績値
(各年度の目標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

24 16.6%
25%

(H27)

15.5%
(23%)

X

16.79る

(25%)
X

17.30ノ 6

(2596)

X

19.30′る

(250′る)

X

15.0%
(25%)

X

■H26～H30年度の主な取組

OH26まで実施の「ながさき音楽祭コ、「しまの文化B芸術活動推進事業」では本土地区での音楽イベントや
離島でのギタニのコンサート等を行い、街のにぎわいを創出した。
OH27～ 29に実施した、地域発「ながさき文化のちから」創生事業、H30実施の「しまと若者が輝く!文化芸
術による地域ブラシデイング事業」では、五島市で東京藝術大学講師陣による吹奏楽セミナーや、雲仙市
で著名な講師陣によるマーチングクリエックを実施し、併せて成果発表コンサニトを開催することなどによ
り、若手芸術家に受講機会と発表の場を提供した。また、長崎県美術展覧会(県展)及び同移動展を開催
し、県民に参加の機会と優れた芸術を鑑賞する機会を提供した。
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基本的方向 8 喜びや感動、潤いや活力をもたらす文化ロスポーツ活動を推進します

施策の展開 ( 1 ) 県民の文化芸術活動の推進

指標 68 長崎歴史文化博物館入館者数

関係事業名

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課 (室)名    文化振興課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分:O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%t90ワる>X未達成

■最終目標値が達成できなかつた要因分析

O改修工事のため、企画展示室等での展示ができない期間が発生したことによる団体客の行き先変更の

影響が顕著に現れたものと考えられる。
0また、企画展の観覧者数について、日標の約86千人に対し、約53千人実績であり、約32千人少なかっ
た。その要因としては、企画展の魅力が県内外者に十分に伝わつていなかつたのではないかと考えられ

る。                                '

■第三期計画数値目裸仝の引継状況 (写 I継の有無 I無 )

O施策の具体的な推進を図るため、長崎県総合計画(H28年度からR2年度)に掲げる目標と統一した。

O第二期計画数値目標
→ 5年間で全市町 (21

:県美術館 B長崎歴史文化博物館の本展日移動展や速隔授業等の実施市町数
市町XR5)

■今後の取組

0団体客獲得に向けた旅行会社B商品造成の組込みセールス、修学旅行誘客セールスtブレスリリース配

信、テレビCMの効果的利用t雑誌等へ掲載など引き続き行う。
O企画展も含め、長崎歴史博物館の魅力を効果的に発信するため、ターゲッHこ合わせた広報日宣伝活動
を戦略的に行う。特に近年、若者を中心に飛躍的に普及しているSNSを使うた情報発信を積極的に実施す
る。

基準値

年度

最 終
日標値

実績値
(各年度の目標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

23-
24

平均

429千人
470千人

(H27)

444千人

(465千人 )

△

426=F人

(470千人)

△

429千人

(470千人 )

△

618千人
(470千人)

0

392千人
(470千人)

X

H26:6回、H27:5回、H28:6回 、H29:4回、H30:5回

0常設展の定期的(2ヶ月)な展示替え
0長崎学日生涯学習事業
一般向け事業(長崎学講座、古文書講座等)、 子ども向け事業(伝統工芸体験、工作、展示室の見学等)

の
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基本的方向 8 喜びや感動、潤いや活力をもたらす文化ロスポーツ活動を推進します

施策の展開 (5) 生涯スポーツの推進

指標 72 週に1日 以上スポーツする県民の割合

関係事業名 地域スポーツ活性化推進事業

第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項 目調査票

課(室)名   スポーツ振興課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分 :O達成≧100%～ 100%>△概ね達成≧90%、 90%>X未達成

■第二期計画数値目標への引継状況 (写 I継の有無 :有 )

O令和2年に県民アンケーHこよる実績値把握を行う予定。引き続き目標達成に向けて取り組む。

0第二期計画数値目標 :週に1回以上スポーツをする県民の割合     1
43.7'`(H26)―→ 65,`(R5)

■今後の取組

O の ツ ( イ 卜の

報の 発信等 Iこよりスポーツに親しめる環境づくりこよる地域スポーツの活性化 に取 り組んて'し く。

■最終日標値が達成できなかつた要因分析

O指標実績値が未把握の状況ではあるが、スポエツ実施率向上に係る課題としてはt子どもから高齢者ま
で誰もが気軽に様 な々スポァツを楽しむことができる総合型地域スポーツクラブの認知度向上日地元自治

孵 だ馨肥貿躍紀電琵電a;蒸告」寮課雪爾昇廟詔談牟雇琵蒻譜嘉塾武縁婆t堪現梶F和
して` |り気

守
こ

基準値

年度

最 終
日標値

実績値
(各年度の目標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

21 46.9't
65%

(H27)

43.79乙

(65%)

X

43.7勁6(H26)

(65%)

X

■H26～H30年度の主な取組

できるスポィツ環境づくりを推進するため、総合型地域スポーツ
〔人材育成研修会の開催や経営相談などに取り組んだ。

O県民の健康増進日体方向上に資するため、県民体操「がんばらんば体操」の普及に取り組んだ。
Oより多くの県民が参加できる総合的なスポーツ大会として、「ながさき県民総スポーツ祭」を開催し、ス

ポーッの楽しさや喜びを体験したり、実践する機会の1充実を図つた。

スポーツ」に対する取や己を支援した。
誰もが楽しくスポーツに親しむことの

ブの

クラO
け と てし自 的な運ユ 向 た支援営

していののん
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第二期長崎県教育振興基本計画 成果指標未達成項目調査票

課 (室 )名    体育保健課

※各年度目標値に対する達成状況は達成率により区分:O達成≧100%、 100%>△概ね達成≧90%、 90ワる>X未達成

基本的方向 8 喜びや感動、潤いや活力をもたらす文化ロスポーツ活動を推進します

施策の展開 (6 ) 競技スポーツの推進

指標 73 国民体育大会の順位 (国民体育大会総合成績[天皇杯順位])

関係事業名

基準値

年度

最 終

目標値

実績値
(各年度の目標値)

H30年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

25 10位

10位台を目
指しつつ、
20位台定着

1位

(1位 )

O

17位

(10位台を目
指しつつ、20
位台定着)

O

284五

(10位台)

X

24れ上
(10位台を目
指しつつ、20
位台定着)

0

41位

(10位台を目
指しつつ、20

位台定着)

X

こ取

成した こより整備された選手の育
ら、競技力の維持と更なる体制や優れた指導者を

⑥スポーツ

つ ての 」平O
それ 取組までの達 国体長崎 以降も成の 総合 位成績 1 を果を発揮し

向ながりしか て と連携団体等 を図活 関係機関強化成
「 ス 化導 ム 」 強の 充実と長崎シ ア上 員 与旨のた ①め

重点配分 ③指導者の資質化事強 の業 費の実と強化充
て強化のの を推進し きた施策の 化 医 科 援学支 体制成 年競技 強育 強化 ⑤成

■最終日標値が達成できなかつた要因分析

O 平 」 て 1 は

27年 1 7位 、平 成 29年 28位 平成29年24位と総合成績20位ム
ロ 以 上を保つて きた しか しなが19 平 成30年

『福井国体」におし て は 国体開催を控えた九州各県の競技力が向上 したため九州ブロ ツク予選で敗退し

本国体への出場数が減少したこ

なり、目標を達成できなかつた。
と 本国体ヘ出場した有望競技が揃うて入 賞を逃した となどか ら4 1 位と

■第二期計画数値目標への引継状況 (写 I継の有無 !有 )

O第二期計画数値目標 :国 民体育大会の順位 (国民体育大会総合成績 [天皇杯順位])

24位(H29)→ 20位台前半(R5)

指導シ
スポーツ医

つしの 1

指す目

ス ム のア 充実」 ②
「 科充実」④
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■今後の取組

O平成26年「長崎がんばらんば団体Jにおいて構築した「一貫指導システム」をベースに適貿見直しを行い

ながら、関係団体と連携し、強化E指導にあたる体制をより強固なものとしていく。さらに、2020年東京オリン

ピックを契機に、本県選手が日本代表に選出され素晴らしい活躍ができるように、「世界へ羽ばたく選手の

育成」を目指し、全国トウプクラスの優秀選手の育成日強化を行う。競技力向上を図るためには、優秀な指導
者の確保L育成は今後も極めて重要な課題であり、各種研修会1講習会を通じて指導者の資質向上に努め
るとともに、スポエツ医日科学やスポーツ栄養学など、選手日保護者や指導者に対する総合的なメディカルサ
ポート体制を充実していく。
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